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報告事項① 

令和 7 年度 在宅医療・介護連携推進協議会 スケジュール・内容予定（案） 

第１回 令和７年５月２日（金） 13:30～15:00  302 会議室 

令和６年度実施事業報告及び令和７年度実施事業について 

 

第２回 令和７年７月 18 日（金） 13:30～15:00  302 会議室 

    在宅医療・介護連携推進協議会の委員改選について 

    多職種研修事業及び市民フォーラム事業について 

認知症サポート検診（普及啓発）事業について 

    広報たちかわ 10 月 10 日号 在宅医療・介護連携の特集ページについて 

 

第３回 令和７年 11 月 21 日（金）13:30～15:00  101 会議室 

    多職種研修事業及び市民フォーラム事業の進捗状況について 

認知症サポート検診（普及啓発）事業の進捗状況について 

 

第４回 令和８年２月６日（金） 13:30～15:00  101 会議室 

    令和７年度実施事業報告及び振り返りについて 

令和８年度在宅医療・介護連携推進協議会について 

 

全回共通事項 

    在宅医療・介護連携推進事業実施における課題の協議 
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報告事項② 

令和６年度 医療と介護の連携強化に関する多職種研修事業 実績報告 

目的 

高齢者を支える医療職及び介護職が互いの制度や知識を理解するとともに、

それぞれの課題について共通認識を深め、医療と介護が連携したサービス提

供がスムーズに行える 

対象者 

立川市に所在する事業所等に所属する医療介護関係職種等 

（医師、歯科医師、薬剤師、介護支援専門員、ヘルパー、地域包括支援センタ

ー、行政等） 

委託先 立川市医師会 

出席者 

合計 
240 人（第１回から第５回までの延べ人数） 

内容 

第１回開催 

 

開催日：令和６年９月 11 日（水） 18 時 30 分から 20 時 00 分まで 

開催場所：市役所 302 会議室 

出席者：50 人 

 

能登地震救援活動より報告 

  災害医療センター救命救急科部長 長谷川栄寿 様 

  災害医療センター救命科医師   高田浩明  様 

『救急期(発災から 1週間まで)』 

  災害医療センター救命科医師   関聡志   様 

  災害医療センター救命科医師   小山智士  様 

  災害医療センター診療看護師   山本宏一  様 

  災害医療センター診療看護師   曹路地重蔵 様 
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内容 

第２回開催 

開催日：令和６年 10 月 30 日（水） 18 時 30 分から 20 時 00 分まで 

開催場所：市役所 302 会議室 

出席者：59 人 

 

能登地震救援活動より報告 

『災害 多職種シミュレーション』 

『避難所の実際』 

『能登半島地震における物資支援の現状と課題』 

『急性期以降の災害対応まとめ』 

  災害医療センター救命救急科部長 長谷川栄寿 様 

災害医療センター救命科医師   高田浩明  様 

災害医療センター救命科医師   辛紀宗   様 

災害医療センター診療看護師   高以良仁  様 

災害医療センター診療看護師   山本宏一  様 

内容 

第３回開催 

 

開催日：令和６年 12 月９日（月） 18 時 30 分から 20 時 00 分まで 

開催場所：市役所 302 会議室 

出席者：56 人 

 

・東京都 DHEAT 活動報告から 

     多摩立川保健所所長      長嶺路子 様 

・立川市避難行動要支援者対策事業について 

     立川市福祉部福祉総務課    西上大助 課長 

・災害支援医療を考えて 

     立川市医師会在宅医療担当理事 荘司輝昭 様 
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内容 

第４回開催 

 

開催日：令和７年３月 18 日（火） 18 時 00 分から 19 時 00 分まで 

開催場所：立川市医師会館３階会議室 

対象：立川市内の訪問看護事業所、訪問介護事業所 

出席者：25 人 

職種：看護師 20 人、介護士・施設職員２人、理学療法士１人 

   医師１人、行政職員１人 

アンケート結果（一部抜粋）： 

・東京都の実情を知ることができ、誠実な訪問看護であり続けなければ 

 ならないと感じた。 

・今年度の改定の主旨や医療・訪問看護の実情を学ぶことができた。 

 またベースアップ評価料の届出のことなども教えていただき有難かった。 

医療保険・介護保険講習会 

     立川市医師会在宅医療担当理事 荘司輝昭 様 

内容 

第５回開催 

 

開催日：令和 7年 3月 25 日（火） 18 時 30 分から 20 時 00 分まで 

開催場所：三多摩労働会館３階大会議室  

出席者：50 人 

職種：医師４人、歯科医師３人、薬剤師５人、理学療法士１人 

   ケアマネジャー７人、看護師 16 人、介護職員１人、社会福祉士１人 

   施設管理者・施設職員４人、訪問看護ステーション職員１人 

   行政職員７人 

アンケート結果（一部抜粋）： 

・医療機関の破綻を防ぐためには、医療・介護・福祉の関係者だけでなく 

一般市民を巻き込んで災害対策を考える必要があると感じた。 

・実際の災害時の体験やそれに基づいた効果的な対策等を聞くことができ 

 とても参考になった。 

・能登半島地震における 1.5 次避難所対応について 

     東京都多摩立川保健所 企画調整課地域保健推進担当課長 

                       柳澤 智仁 様 

・発災直後の立川市の体制について 

     立川市防災課市民生活部防災課    仲沢克之 課長 

     立川市保健医療部介護保険課     高木健一 課長 

・発災直後の立川市医師会の対応について 

     立川市災害医療コーディネーター医師 松江修平 様 
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報告事項③ 

令和６年度 市民啓発シンポジウム事業 実績報告 

目的 

医療・介護連携におけるＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）や 

高齢化社会における医療・介護との関わり方、ヘルスリテラシーなどを広く

周知啓発する 

主催 立川市医師会、立川市 

共催 立川市歯科医師会、立川市薬剤師会 

概要 

「医療・介護フェス」開催 

 

日時：令和６年５月 26 日（日）10:00～16:00 

場所：サンサンロード 

参加団体数：40 団体 

テント総数：57 張 

 

普段医療や介護に関心の薄い家族連れや若者の参加が多く、その世代に対

し、ACP の普及啓発に繋がった。各ブースで盛り上がりを見せ、パネル展示

や健康相談等により、医療・介護に関して考えるきっかけとなった。 

出展団体からも好評を得ており、医療機関等からは診療以外で市民の方と

接する機会があまりないため、貴重な体験となったとの声が聞かれた。また、

出展者同志が交流を深め、医療・介護関係機関の新たな繋がりができた。 
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報告事項④ 

令和６年度 立川市出張暮らしの保健室 実績報告 

事業 

目的 

事前予約不要・匿名で気軽に相談できる機会を市民に提供し、個別健康相談

の習慣づけ、疾病予防の啓発を目指す 

委託先 立川市訪問看護連絡会 

令和６年度

実績 

■実施した期日・会場(10 か所 12 回） 

通し番号 日程 名称 地区 

第１回 令和６年４月 24 日 クリオの会 ３ 

第２回 令和６年６月 19 日 曙町一丁目西町会 ３ 

第３回 令和６年５月 11 日 にんカフェ㏌ふじみ １ 

第４回 令和６年 10 月５日 多摩川団地お茶のみサロン １ 

第５回 令和６年12月21日 
都営立川幸町 2丁目アパート 

自治会 
５ 

第６回 令和７年１月 10 日 ケセラセラ（体操教室） ２ 

第７回 令和７年２月 17 日 パーキンソン病友の会 ３ 

第８回 令和７年２月 26 日 グットネイバーをすすめる会 ４ 

第９回 令和７年３月 26 日 クリオの会 ３ 

第 10 回 令和７年３月 27 日 老人会 けやき会 ４ 

第 11 回 令和７年２月１日 多摩川団地お茶のみサロン １ 

第 12 回 令和７年３月６日 若葉町団地自治会 ４ 

 

■年間来館者人数等（延べ） 

来館者数 170 人 相談件数 57 件  

■年間従事専門職（延べ） 

看護師 18 人、薬剤師８人 

歯科医師１人、理学療法士 7人 

管理栄養士２人 

令和６年度

の取り組み 

令和６年７月より訪問看護連絡会の体制に変更があったこと、令和７年１

月より在宅医療・介護相談窓口が各圏域配置となったことに伴い、立川市訪

問看護連絡会と協議の上、実施手順を整理・変更した。 
手順変更に伴い、地域包括支援センター職員等向けマニュアルを新たに作

成し、スムーズな手順の移行ができるようにした。 

令和７年度 

実施予定 

 日程 名称 地区 

第 1回 令和 7年５月 10 日 にんカフェ in ふじみ １ 
 

1 地区：富士見町、柴崎町 

2 地区：羽衣町、錦町 

3 地区：高松町、曙町、緑町 

4 地区：若葉町、栄町 

5 地区：幸町、柏町、砂川町、泉町 

6 地区：上砂町、一番町、西砂町 
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報告事項⑤ 

令和６年度 立川市かかりつけ医等によるもの忘れ相談事業 実績報告 

事業 

目的 

市民が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続していくこと

ができるよう支援すること 

委託先 立川市医師会 

令和６年度

実績 
８件（要治療６件、経過観察２件） 

令和６年度

の取り組み 

令和５年度までは対象者を 65 歳以上としていたが、若年性認知症疑いの

方も利用できるよう対象者の枠をひろげ、40 歳以上とした 

 

報告事項⑥ 

令和6年度 認知症初期集中支援チーム事業・アウトリーチチーム事業 実績報告 

目的 

認知症が疑われるが適切なサービスや医療に繋がっていない方を対象に、 

認知症サポート医をはじめとした専門職がチームとなり、早期診断・早期治

療に向けた支援体制を構築する 

令和６年度

実績 

【北エリア】  

認知症相談 

懇談会 

件数 

初期集中支援 

チーム員会議 

取り扱い件数 

認知症アウ

トリーチ 新規件数 前月から継続件数 

13 10 ０ ０ １ 

【南エリア】    

認知症相談 

懇談会 

件数 

初期集中支援

チーム員会議 

取り扱い件数 

認知症アウ

トリーチ 新規件数 前月から継続件数 

62 39 ０ ０ １ 

※令和７年３月18日（火）初期集中チーム事業合同チーム員会議を実施。 
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報告事項⑦ 

在宅医療・介護資源情報について 

掲載に 

あたり 

 

立川市では国が掲げた在宅医療・介護連携推進事業の事業項目である「地

域の医療・介護の資源の把握」の取り組みとして、平成 29 年度に医療・介

護事業所へアンケート調査を行い「在宅医療・介護資源マップ」を作成し、

令和６年度まで立川市ホームページに公開を行った。 

令和７年４月より、官民連携の一環としてカシオ計算機株式会社が提供

している「立川市地域包括ケアサイト Ayamu（アヤム）」へ情報を移行。 

「情報検索用ページ」へ掲載し提供を開始した。 

 

 

 

今後の予定 

医療・介護資源、地域サロンやインフォーマルサービス等の情報が一体

的に提供できるようマップの一元化を行い、掲載情報の追加を目指す。 

市民が情報を把握するツールとなるよう、市民に対し周知啓発を強化す

る。 
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報告事項⑧ 

令和７年度実施事業について 

 

在宅医療・介護連携推進事業 

 

① 医療と介護の連携強化に関する多職種研修事業 

講演会形式・オープンディスカッション形式 年間で５回開催予定。 

委託先の立川市医師会と協議の上、開催日程・内容等を検討する。 

 

② 市民啓発シンポジウム事業 

年間で１回開催予定。 

委託先の立川市医師会と協議の上、開催日程・内容等を検討する。 

 

③ 立川市出張暮らしの保健室 

年間で 16 回開催可能。 

地域包括支援センター・福祉相談センター・地域福祉コーディネーター等と協力し 

開催回数・開催場所を増やし、０次予防の推進を進める。 

 

④ 在宅医療・介護資源情報の Ayamu 掲載 

健康推進課と連携し、１年に１回医療機関・介護保険サービス事業所へ情報更新の 

ための電子アンケートを実施し、情報更新を行う。 

（申し出があった場合は随時情報を更新する） 

 

⑤ 地域住民への普及啓発として広報たちかわへの掲載 

10 月 10 日号広報たちかわにて「在宅医療・介護連携の特集ページ」を掲載。 

 

⑥ 北多摩西部保健医療圏域内医療機関連携窓口情報の更新 

※下記報告事項⑩にてご報告いたします。 

 

認知症施策推進事業 

 

① 立川市かかりつけ医等によるもの忘れ相談事業 

令和７年度より実施医療機関を拡大。 

認知症の早期発見に繋げるため、事業の周知啓発を進めていく。 

 

② 認知症予防啓発事業（認知症簡易チェックサイト） 

ホームページの外部リンク「立川市認知症簡易チェックサイト」より認知症の 

簡易チェックを行うことができる。 

周知啓発を進めるとともに、活用方法を再度検討していく。 
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③ 認知症予防教室事業（認知症予防のための絵本読み聞かせ実践講座） 

読み聞かせの実践を通して認知機能の低下を抑制し、社会参加と社会貢献を 

目指すために実施。５月８日(木)より講座を開始。 

 

④ 認知症サポーター養成講座 

認知症の方とその家族を支え、誰もが暮らしやすい地域となるように開催。 

立川市立小学校の全４年生を対象に実施している他、申込のあった市民や 

依頼のあった企業・団体等向けに実施しており、講座の対象を拡大できるよう 

検討を進めていく。 

 

⑤ 認知症サポーターステップアップ講座 

認知症サポーター養成講座を受講し、立川市でのチームオレンジ活動を目指している

方（認知症の方や家族を支援したい、何か人の役にたちたい等）を対象とした講座。 

１年に１回開催している講座の内容を検討し、講座終了後の修了生が地域で活動 

できるように取り組む。 

 

⑥ 認知症初期集中支援チーム事業・アウトリーチ事業 

  初期集中支援チームは、地域包括支援センター単位の６チームとなる。 

今年度より、一部サポート医に変更あり。（別紙１参照） 

※令和７年 11 月以降は体制に関して変更の可能性あり。 

 

⑦ 認知症カフェにおける講師謝礼金補助金交付事業 

昨年度は補助金の利用がないことから事業の在り方を検討していく。 

 

報告事項⑨ 

認知症サポート検診（普及啓発）事業について 

目的 
認知症に対する予防知識など正しい知識を市民が知ることで、認知症にな

っても住み慣れた地域で生活を続けられるようにする 

委託先 立川市医師会 

内容 

① 事業周知（ポスター・パンフレット等の企画・作成・配布） 

② 市内医療機関にて市民公開講座の開催 

③ 認知症普及啓発イベントの開催 

④ 認知症 VR 体験の開催 
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報告事項⑩ 

北多摩西部保健医療圏域内医療機関連携窓口情報について 

内容 

立川市高齢者福祉介護計画における基本目標「住み慣れた立川でその人

らしい生活ができるまち」を目差し、医療関係者と介護関係者間での情報

共有を進めるため、情報共有ツールとして北多摩西部保健医療圏域内医療

機関連携窓口情報の更新を行っている。 

この度、北多摩西部保健医療圏域内医療機関連携窓口情報 2025 年 4 月

版が完成したため報告する。（別紙２参照） 

 

報告事項⑪ 

令和６年度 東京都在宅療養推進事業「在宅療養推進研修」について 

目的 
地域において在宅療養の中心的な役割を担う人材（在宅療養地域リーダ

ー）を育成し、地域の在宅療養推進の取組を促進させること。 

研修概要 

日時：令和７年３月２日（日曜日）午後１時から午後３時 35 分まで 

開催方法：web 会議によるオンライン開催 

※立川市参加者は市役所 104 会議室に集合し、 

1 つの端末にて参加。 

立川市参加者： 

・診療所医師：石井医院 石井 良幸 医師 

・診療所医師：街のクリニック立川・村山 鎌形 博展 医師 

・訪問看護師：＠訪問看護ステーション 齋竹 一子 看護師 

・看護師：ヒューマンライフケア立川の宿 五木田 美優貴 看護師 

・介護福祉士：有限会社シルバンズハウスデイサービスみはらし館 

       菅原 宏悦 介護福祉士 

・ケアマネジャー：居宅介護支援ケアレジデンス立川  

米谷 礼子 ケアマネジャー 

・在宅医療・介護相談窓口担当：水村 安代 窓口担当 

・在宅医療・介護相談窓口担当：山村 恵 窓口担当 

・行政職員：藤丸 美佳 

研修内容 

講義１「認知症医療を考える」 

講義２「認知症対応における困難事例について」 

「グループワークの進め方について」 

グループワーク、発表「認知症対応における困難事例について」 

グループワークの振り返り・総括 

 

※研修及びグループワークの内容に関しては、協議会当日、 

山村在宅医療・介護相談窓口担当よりご報告いたします。 



12 
 

報告事項⑫ 

認知症あんしんガイドブック（認知症ケアパス）に関して 

目的 

認知症の疑いから発症、その進行とともに変化していく状態に応じて、どの 

ような医療や介護などの支援を受ければよいか等、おおまかな目安がわか 

る。 

作成部数 9,000 部（令和７年度から令和９年度の３か年で使用） 

内容 

★認知症ケアパス（認知症あんしんガイドブック）第３版 配布開始 

 

■配布先 

市役所窓口、連絡所、福祉会館、地域包括支援センター、福祉相談センター、 

薬剤師会加入薬局、市内一部病院、団体、企業、講座・イベント参加者 等 

 

 ※お手元に配布の認知症ケアパスをご覧ください。 

 


